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大刈込試験地
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環状剥皮のイメージ

出典）六甲山系グリーンベルト整備事業 みんな
の森づくり（計画編）

樹林整備マニュアル（案）ハンドブック
国土交通省六甲砂防事務所 2009







 









施業対象木の位置















・代表的な箇所に標準区として100㎡（10m×10m）
の方形区を設置し、その中の植生を調査

・森林の階層（下表参照）を区分し、階層ごとに出現
種とその被度（％）を記録

・被度（％）:それぞれの出現種が方形区の中を被っ
ている割合

・高木層の樹木については胸高直径（または胸高周
囲）、第1低木層以上の樹木については本数を記録

・調査区外に根株のある高木の葉群が調査区の高木層
に張り出している場合には、種名を括弧書きで記載
し、被度（％）を記入する。

・括弧書きの種については、出現種数の算出の対象外
とする。








